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農
村
に
お
嫁
の
来
て
が
な
い
、
府

を
も
ら
っ
て
農
業
を
続
け
た
い
が
花

む
こ
が
み
つ
か
ら
な
い
と
農
業
後

継
者
の
嫁
保
し
が
悩
み
の
た
ね
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
結

婚
に
つ
い
て
の
希
望
や
悩
み
ご
と
を

親
身
に
な
っ
て
相
談
し
、
適
格
者
を

お
世
話
し
よ
う
と
、
十
一
一月

一
日
か

ら
町
民
セ
ン
タ
ー
に
「
結
婚
相
談
所
」

を
附
殺
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

;~-
了、川
逗士当匂

山
州
逃
す
る
ふ
ふ
れ

川
の
蹴
光
地
を
広

く
紹
介
、
宣
伝
し

観
光
市
中
主
の
保
興

発
似
を
M

阿
ろ
う

と
「
今
金
町
観
光

協
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。

リ

'
1
4
:
、

仙
川
白
剤
M
m
・
-寸
J

J
ん
H
1

八
川
に
町
の
発
展

は
品
業
を
中
心
に

iM
工
業
の
振
興
も

閃
ら
辛
け
れ
ば
、

と
町
、
尚
工
会
、

政
協
が
協
力
し
て

節

一
一山
の
陀
梁
ま
つ
り
を
山
川
附
し
て
以

来
、
川
年
仁
は
A
V
全
日
脱
線
範
牧
助
で

の
牧
均
ま
つ

η
も
く
わ
れ
る
な
ど
多
彩

な
似
し
で
、
ま
す
ま
す
胤
況
を
よ
び
川

氏
の
則
幻
す
る
名
物
行
事
に
発
出
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

一
方、

E
ま
れ
た
れ
叫
環
境
を
生
か

活力

今金町観光協会が発足

観光開発にと

~. J命s 

一一一
第
二
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
い
わ
れ

結
婚
。
毎
月
離
や
か
な
花
姉
、
花
嫁

の
カ
y
プ
ル
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
誕
生
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
交
際
の

機
会
が
案
外
に
告
な
い
農
村
の
若
い
人

と
ら
は
な
か
な
か
い
い
相
手
が
み
つ
か

ら
な
い
と
結
婚
難
を
な
げ
き
相
談
所
や

世
話
人
の
積
極
的
な
仲
介
を
希
望
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
町
農
業
委
品
会
で
町
内
牒

玄
の
後
継
者
と
み
ら
れ
る
十
八
歳
か
ら

二
十
八
段
ま
で
の
未
婚
の

引
子
百
五
十

一
人
、
虫
干

九
十
人
合
わ
せ
て
二
百
凶

十
一
人
に
結
婚
の
希
望
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
別
査

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の
実
態
は
ど
う
主
の
か
、

そ
の
内
容
を
み
て
み
ま
し

ょ・フ。

機械化農機と文化的な生，舌がある現代農喋

回
答
は
、
男
子
凶
十
九

人
、
女
子
一
一
十
八
人
の
七

十
七
人
と
少
数
で
し
た
が

ま
ず
列
干
の
場
合
「
段
宰

に
嫁
を
迎
え
る
」
と
い
う

の
が
四
十
六
人
で
全
体
の

九
四
%
と
多
く
、
そ
の
う

ち
の
こ
十
四
人
(
五
二
%
)

が
公
共
機
関
の
斡
旋
を
求

し
た
観
光
資
制
の
削
抗
、
開
発
が
望
ま

れ
で
い
る
羽
泊
、
制
時
境
の
い
で
山
仰
の
英

利
河
n
肌
以

一
慌
の
自
叫
休
養
件
の
指
定
、

美
利
河
ダ
ム
の
建
設
、
樋
川
地
向
品
以

ポ
ー
リ
ン
グ
、
ス
キ

l
均
の
設
問
な
ど

が
計
幽
さ
れ
.
さ
ら
に
け
逃
牧
助
で
は

船
内
制
研
修
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
出
泊

施
設
も
配
脱
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
今

後
よ
り
い

っ
そ
う
仙
制
的
に
観
光
市
殺

を
抑
進
し
よ
う
と
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

一。
J

，
 

d
'
M
T
 」l
川
九
日
川
M
A
セ
ノ
タ

l
で
聞
か
れ

た
創
立
総
会
に
は
、
八
回
体
と
副
八
一名

の
会
円
以
の
う
ち
約
」
ハ
イ
名
が
集
ま
り
、

会
則
、
事
業
川
四
を
決
め
た
あ
と
会

長
に
一い川品
小

ニ
郎
さ
ん

(
商
工
会
長
ず

を
選
び
ま
し
た
。

A
7
h
叶
皮
の
事
業
は
、
観
光
資
源
の
川

発、

h
u
u
伝
広
告
を
盟
内
と
し
、
す
で
に

「
辺
市
の
牧
歌
の
さ
と
」
を
テ
l
マ
に

し
た

4
4止
川
際
政
範
牧
均
の
観
光
ポ
ス

タ
イ
(
勾
其
)

-
千
枚
を
印
刷
、
行
問

酪農と牧歌的観光一素朴なJ、るさと

とLてPRする今金高原模範牧場

期
待
し
種た
川 王宮

;必沼
，皿{皿

は
望
み
薄

め
て
い
ま
す
。

一
方
女
子
の
場
合
は
、

「
内
祉
事
に
隊
に
行
く
」
と
い
う
の
が
た

つ
た
一
人
。
「
非
農
家
に
山
崎
に
い
く」

が
七
人
の
二
五
%
、
「
内
MJg
に
蛸
養
子

を
迎
え
る
」
が
四
人
の
一
四
%
、
「
未

定
」
が
」
」
ハ
人
の
五
七
%
で
、
削
叫
代
娘

に
は
農
家
が
敬
遠
さ
れ
て
い
る
線
機
。

ま
た
、
虫
干
の
八
O
%
は
公
共
機
関
の

斡
旋
を
求
的
、
山
由
女
総
体
で
は
四
三
%

が
「
公
共
機
関
の
斡
旋
」
を
盟
ん
で
お

り
、
「
斡
旋
不
用
」
は
三
O
%
、
「
記

入
な
し
」
が
二
七
%
で
、
大
部
分
の
人

は
川
な
ど
の
結
鮒
相
賊
所
の
開
設
を
希

望
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
希
望
や
意
兄
の
主
な
も
の
を

広
く
他
町
村
と
交
流
へ

結
締
相
談
所
長
に
は
、
町
農
業
委
員

会
の
戸
沢
局
長
が
兼
務
で
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
の
す
す
め
方
に
つ
い
て

は
、
あ
よ
そ
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
吋
且
と
す
る
人
は
、
本
町
に
居
住
す

る
来
掛
の
男
女
と
す
る
。

-v
結
婚
の
斡

肢
と
仲
介
に
当
る
。

V
未
婚
者
の
台
帳

を
幣
仰
す
る
。
-v
川
単
独
で
な
く
、
広

く
他
町
村
と
の
情
報
交
換
に
力
を
入
れ

る。

-v
気
較
に
利
用
で
き
る
よ
う
町
民

船
舶
鉄
道
作
削
品
川
の
協
力
で
.
道
内
、

本
州
山
川
川
町
の

i
-盟
駅
に
柑
一一
小
サ
る
ニ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
か

く
れ
た
観
光
資
源
を
訓
丘
附
発
す
る
た

め、

川
M
A
の
制
倒
的
な
芯
見
、
協
力
を

削
っ
て
い
ま
す
。

役

μ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-v
会
長
出
品
小
川
州
V
副
会
長

山
木
他
次

A
F肝
心
凶

'vm事
伊
制
服
綱

具

j

m
勝
太
郎
工
山
崎
消
川
本
秀

一

日
山
仁
出

u
b
加
道
雌
女
い
出

一

氏

沌

沢

忠

一

首
脳
正

一

勝
村
他

政

安

凶

長

川

郎

多

m点
太

郎

刊

山
逃
締
本
広
治
引
村
金
政
大
和

行
正
雄
松
浦
中
広
州
叫
波
辺
-一
郎
V
院

事

川市
沢
克
己
符
森
武
雌
V
顧
問

河
端
盟
'v
事
務
局

A
7
金
商
工
会

日
削
指
資
源
附
発
の
た
め
、
九
川
九
川

か
ら
道
立
地
下
資
抑
制
査
所
の
手
で
行

わ
れ
て
い
た
組
川
地
M
H
机
山
市ポ

リ
ン

グ
は
、
途
中
カ
コ
ウ
約
鍛
に
ぶ
つ
か
り

期
待
し
て
い
た
お
温
の
温
泉
ゅ
う
出
は

盟
み
締
と
な
り
そ
う
で
す
。

川
幽
し
て
い
る
五
百
れ
で
摂
氏
問
|

度
前
後
の
ゆ
う
出
を
U
指
し
て
ポ
l
リ

/
グ
し
て
い
た
が
、

二
百
三
十
引
地
山

で
一一一
↓
一
度
の
協
点
が
締
認
さ
れ
た
が

三
百
三
J
l
U

で
地
熱
は
三
十
七
度
に
け
引

っ
た
も
の
の
渇
脈
が
な
く
、
サ
円
二
十

み
る
と
、
引
子
か
ら
は

V
心
か
ら
段
撲

を
霊
し
て
い
る
人
で
、
一
子
股
は
附
わ
な

い
が
、
健
康
で
明
朗
、
活
発
な
人
V
農

業
以
外
の
人
で
も
よ
い
マ
テ
レ
ピ
で
行

っ
て
い
る
「
結
舶
の
と
ぴ
ら
」
の
よ
う

な
来
航
背
年
男
女
の
交
散
の
幼
を
町
ま

た
は
農
協
で
、
で
き
れ
ば
年
に
四
、
五

回
位
作
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
場
合
隣
接

町
と
も
出
し
介
っ
て

合
同
で
行
っ
て
ほ

，、。
l
L
 

t
干
か
ら
は
マ
結
婚
は
も
の
す
ご
く
お

金
が
か
か
る
。
も
う
少
し
何
と
か
な
ら

寺
い
も
の
か
、
昔
か
ら
の
し
き
た
り
で

結
納
と
い
う
も
向
が
あ
る
が
‘
こ
ん
主

も
の
は
い
ら
な
い
。
家
庭
は
二
人
で
祭

き
あ
げ
る
の
が
一
帯
ょ
い
と
思
う
V
一

応
自
分
で
相
手
を
決
め
よ
う
と
考
え
て

い
る
が
、
斡
綻
を
闘
う
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
!
な
ど
と
広
く
交
際
の
場

を
求
め
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
結
婚
相
談
所
を
殺
也
す
る

マ
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
今
後
協

肢
の
上
各
地
区
に
相
談
員
を
選
任
す
る

V
挙
式
は
厳
備
の
中
に
も
簡
紫
に
取
り

す
す
め
る
よ
う
努
力
す
る
。

結
婚
-記
念
品
の
贈
呈

来
る
』
寸
二
月

一
日
以
降
に
結
妨
さ
れ

る
方
に
つ
い
て
町
長
か
ら
記
念
品
を
贈

り
将
来
を
祝
揺
す
る
こ
と
に
寺
り
ま
し

た
の
で
、
結
川
附
さ
れ
る
カ
は
結
婚
式
の

一
週
間
前
ま
で
に
役
場
総
務
企
画
課
庶

務
係
ま
で
申
し
出
で
下
さ
い
。

川P
R
に
大
活
躍

泉

ボ

l
リ

グ

ン

八
日、

三
百
三
十
H
M
で
風
化
し
た
カ
コ

ウ
む
に
突
き
あ
た
っ
た
も
の
で
す
。

鋭
利
、

三
行
一一一I
l
九
じ
の
深
さ
に
あ

る
が
、
カ

コ
ウ
加
は
や
が
て
胤
化
部
分

か
ら
硬
い
柑
岩
に
到
述
L
、
そ
の
旧
砕
き

は
推
測
で
き
ず
こ
れ
以
よ
ポ
ー
リ
ン
グ

し
で
も
出
品
の
渇
腺
に
ぶ
つ
か
る
比
込

は
な
い
と
し
て
こ
の
ほ
ど
地
下
資
抑

制
査
所
側
か
ら
町
に
、
工
事
続
行
の
可

百
に
つ
い
て
州
議
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
町
品
会
は
4
一
川
丘
U

級
以
協
議
会
を
聞
き
、
現
状
に
つ
い
て
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( 2 ) 

/
附
利
イ
九
年
か
ら
一
ニ
十
年
間
も
統

社
訓
穴
ハ
H
と
し
て
統
川
也
似
の
刊
且

向
止
に
尽
力
し
た
回
中
秀
雄
さ
ん
(

白

石

町

政

)
と
鈴
木
山
さ
ん

(八

束

町

ぷ

)
に
近
社
会
日
献
抗
が
山
町

ら
れ
ま
し
た
。

む
こ
人
は
、
農
業
を
品
む
か
た
わ

ら
国
勢
制
笠
五
回
を
は
じ
め
農
林
業

セ
ン
サ
ス
、
農
業
基
本
制
査
な
ど
毎

年
欠
か
さ
ず
従
事
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
統
計
功
労
者
と
し
て
次
の

方
々
に
知
事
か
ら
感
謝
状
が
附
ら
れ

ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

二
十
年
級
H
地
鈎
新
通
(
光
台
)

十
年
級

u
伊
藤
利
息

(中
旦
)

五
年
級
U
淀
川
力
政

(
金
原
)
諸
戸

興
三
一
松
(
金
原
)
上
村
英
夫
(
神
丘
)

加
藤
正
維
F

鈴
金
)

豪
雨
被
害
の
整
備
を

臨

時

町

議

会

第
丘
四
臨
時
阿
誠
会
は
十
月
十
四

日
間
か
れ
、
補
正
予
算
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
制
正
予
算
は
、
八
月
の

集
中
荻
悶
に
よ
り
被
容
を
畳
け
た
御

影
線
、
山
手
線
の
掛
水
を
整
備
す
る

た
め
千
百
五
十
万
円
、
青山
Y
年
海
外

派
遣
負
担
金
に
イ
万
円
が
追
加
さ
れ

予
算
総
額
は
十

一
億
七
千
四
百
七
十

九
万
九
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

す
っ
か
り
引
名
に
な
っ
た
郷
土
主

時
抗
助
太
鼓
ω

が

f
葉
県
で
大
前
制
。

こ
れ
は
‘
迫
観
光
迎
山
が
千
“
品
市

と
村
山
の
デ
パ
ー
ト
で
附
い
た
北
海

道
の
物
陀
以
と
観
光
底
的
ア
卜
ラ
ク

y

ヨ
ン

に
選
ば
れ
て
、

J
l

け
二
十
九

日
か
ら
六
日
間
山
出
し
た
も
の
で
す
。

川
年
イ
川
に
は
京
M
池
袋
の
東
武
デ

パ
ー
ト
で
も
活
脳
、
そ
の
力
強
い
太

肢
の
背
は
今
金
狩
峨
太
肢
と
と
も
に

全
国
に
料
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
金
の
産
業
と
観
光
を
紹

介
す
る
パ
ン
フ
レ
y
卜
も
く
ば
る
な

ど
、
印
刷
逃
今
金
の

P
R
に
大
き
な
役

削
を
川
市
し
て
い
ま
す
。

却
し
合
っ
た
結
果
「
削
阻
ど
う
り
五
百

U
ま
で
は
制
り
下
げ
る
べ
き
だ
」
と
の

結
論
を
出
し
た
も
の
で
す
。
町
長
の
説

明
に
よ
る
と
、
カ
コ
ウ
岩
の
途
中
に
き

裂
で
も
あ
れ
ば
担
み
は
あ
る
が
、
山
現
状

?
は
悲
観
的
だ
と
い
う
も
の
。
ま
た
、

カ
コ
ウ
岩
の
硬
度
か
ら
い
っ
て
鋼
鉄
で

は
削
松
で
き
ず
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
削
岩
機

を
佼
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
工
耶
貨
の

而
で
も
問
題
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
L
M刷
会
側
は

J
町
民
が
則

的
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
で
き
る
限

り
仰
っ
て
み
て
‘
そ
の
時
点
で
場
所
の

変
更
な
ど
を
合
的
て
態
度
を
決
め
る
べ

き
ど
。
対
必
の
助
合
、
=一
十

一
度
の
お
湯

を
利
則
す
る
こ
と
も
考
え
』
勺
れ
る
」
と
し

て
工
事
の
続
行
を
求
め
た
も
の
で
す
。

(3) 



車d

よ
種
川
道
路
改
良
工
事
H
不
良
環
坤

地
区
の
指
定
を
受
け
昨
年
度
か
ら
着
工

し
た
事
業
も
十
一
一
円
中
に
完
成
。

一同
河
へ
き
地
教
員
住
宅
新
築

ー
社
会
相
祉
法
人

「
豊
寿
圏
」

桧
山
管
内
初
の
特
別
養
誰
老

人
ホ

l
ム
は
明
年
四
月
完
成
。

私
た
ち
の
町

H
A
マ
金
'
を
住
み
よ

く
す
る
た
め
町
で
は
、
生
活
環
境
、

教
育
施
設
、
経
済
基
盤
、
社
会
福
祉

の
整
前
充
実
在
柱
に
、
こ
と
し
も
約

四
位
五
千
万
円
に
の
ぼ
る
建
設
事
業

を
剖
画
し
ま
し
た
が
、
初
冬
を
迎
え

て
工
事
は
色
。ヒ
y
チ
。

約
1
1
八
位
円
余
の
国
道
山
口
導
入

事
業
と
合
わ
せ
、
北
部
桧
山
の
中
心

民
業
都
市
と
し
て
大
き
く
生
ま
れ
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

d

町
内
の
お
も
寺
建
設
工
事
を
写
兵

一

で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

一

7"、/ノ

九
抑
制
民
政
れ
い
面
総
一
叉
歌
山
川

川町一ヘ小川一J
…じ
M
V
V
寸
γ
t
b
h

部
ぺ
長
時
一
γ
海
副
JFJず
JJ岬一

神丘福祉会館増築工事=季節保育所のl非l設などで扶

あいだった会館も研修室、制理室が増築されま Lた。

7.1，1‘〆ノ

中里へき地保健福祉館

中坐小前に建設され11円仁1:1に完成。

也 .

、

lー
に国 イ
は道 マ
約かヌ

コ うエ
レiziK 

13量
5手言
。竺=:: .L 

予 7主
主 。.
~明
9
0 
1f 

広
明
い
き
地
教

μ住
宅
新
築

中旦H晴娘挟工事(下部工)-

明年81司下旬には柿梁が完成

[ 4 ) 

西
郷
沢
川
左
右
岸
災
害
復
旧
工
事

昭
和
凹
十
八
年
八
月
の
台
風
十
号
に
よ
る
災
害

復
旧
工
事
、

三
百
八
十
引
が
連
結
フ
ロ

y
ク
で
被

岸
さ
れ
ま
し
た
。

町
道
中
央
線
街
路
事
業
H
三
年
次
を

迎
え
て
本
格
的
な
街
路
つ
く
り
。
総
延

長
九
百
三
十
U
の
う
ち
五
百
引
が
完
成

九
M
の
車
道
仁
左
右
三
口
の
歩
道
が
で

き
ま
す
。
ま
た
旭
線
も
鮒
装
が
完
成
。

普
通
埜
唱
畑
の
沢
線
開
設
工
事

五
年
次
を
迎
え
た
畑
の
沢
線
は
五

千
八
百
れ
が
完
了
。
明
年
度
は
六
百

四
十
H
M

を
附
設
し
て
近
々
八
雲
今

① 
日
進
酪
農
研
修
セ
ン
タ
ー
H
酪
位
都
市
を
担

う
百
合
hq
の
た
め
に
研
修
の
川
崎
を
!
と
古
川
原
棋

純
牧
場
に
建
設
さ
れ
ま
す
。
木
造
平
事
態
、
延

而
和
一白
三
十
山
平
方

μ
、
十
二
月
末
に
完
成
。

[5 ) 

. 



新鋭パトカーが警戒よ
り
多
く
の
年
金
を

活

用
し

た

い

国

民
年

金
の
附
加
年
金
制
度

も
っ
と
多
く
の
年
余
を
l
こ
の
希
川
出

に
こ
た
え
る
た
め
に
、
凶
以

44h
に
は

附
加
令
制
度
が
投
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
附
加
全
制
叫
に
加
入
す
る
に
は

保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人

と

H
4
4
4
h
に
加
入
し
て
い
る
人
を
除

い
て
凶

HA4金
に
加
入
し
て
い
る
人
は

ど
な
た
で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

こ
の
制
一
世
に
加
入
す
る
と
、
凪
日
の

保
険
料
凡

h
川

(UA45q
-川
か
ら
ゴ
1

h
刊
)
に
間
引
刊
を
し
L

砧
み
し
た
干

-

h
川
を
納
め
主
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

そ
れ
に
応
じ
た
司
令
制
が
加
算
さ
れ
ま

向。

‘

寸
，加
算
さ
れ
る
白
川
合
制
聞
は
、
附
加
司
令

の
保
険
料
を
納
め
た
川
数
に
-

f

れ
刊
を

来
じ
て
得
た
紛
が
、
日
辿

M
分
の
内
金
制

に
J
秘
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
老
齢
有
企
を
丑
け
る
嬰
刊

みんな元気で完走

交通安全町民マラソン大会1

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に

本
川
の
交
通
市
中
政
は
、
寸
一
月
末
引
き
ら
ず
に
あ
こ
る
も
の
で
す
。

相
で
人
身
事
故
が
二
十
三
刊

(川
川
4
同

ス
リ

y
プ
に
よ
る
事
故
は
、
路
外
伝

則
二
」E
一
件
)
発
生

L
.
俗
占
三
十
六
日
捕
、
対
向
半
と
の
正
市
術
突
寺
ど
、
直

人

(問
問
」l
七
人
}
出
し
て
い
ま
す
。

般
死
亡
山
中
政
や
大
き
な
引
故
に
つ
な
が

六
月
ま
で
の
」
半
則
ま
で

μ
は

、

り

ま

す

。
こ
の
た
め
、
引
に
安
全
逆
転

九
円
も
発
生
、
誕
地
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
怯
え
め
な
泌
転
が
た
い
せ

つ
で
す
。

秋
の
交
通
安
全
巡
動
以
後
は
、
み
な
さ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
在
さ
ん
は
、
次
の

ん
の
ご
協
力
で

一
件
も
発
生
し
在
い
と
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
一
勺
有
末
に
か
け
て
、
貨
物
の

い

う

よ

い

成

紡

で

す

。
し
か
し
、
こ
れ

マ
ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
‘
チ

ェ
ー
ン
は
山
験

動
き
が
激
し
く
な
る
輸
送
繁
忙
期
に
入
か
ら
は
本
他
的
な
阜
、
の
ン

i
ズ

ン

に

人

監

附

し

て

平

め

に

と

り

つ
け
る
。
長

り
ま
す
が
、
特
に
大
館
貨
物
臼
動
車
の
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

肌
配
雌
巡
転
す
る
と
き
は
、
完
全
な
ス

交
通
以
が

m大
L
、
そ
れ
ら
に
刊
う
事

例

4
こ
の
時
則
に
♀
り
ま
す
と
、
制

ベ
リ
止
め
談
内
を
し
ま
し
ょ
う
。

政
の
多
発
が
F

寸
忽
さ
れ
ま
す
。

町
、
凍
結
な
ど
の
た
め
ス
リ

y
プ
に
マ
路
耐
が
械
枯
し
て
い
る
と
川
町

H
距
雌

今
金
制
官
部
派
山
所
で
は
、
事
故
防
止
よ
る
事
政
が
多
〈
発
生
し
て
き
ま
す
。

が
出
(
M
に
の
び
る
の
で
、
川
町
止
す
る

の
た
め
新
型
交
通

パ

ト

カ

を
導
入
し

特
に
十

一
、
十

一
川
仁
集
中
し

ま

す

と

き

は

エ

ン

ン

ン

ブ

レ

ー

キ

で
1
1
分

て
巡
視
し
ま
す
。

いか
、
こ
れ
は
反
則
の
逆
転
感
覚
が
肱
け
に
減
速
し
た
あ
と
で
ブ
レ
ー
キ
を
断

4
4
1
y
d
p
d
F
/
/
4多
/
4
9
4
4
z
d
a
z
g
v
P
4
4
2
Y〆4
4
2
y
S
9
4
4
2
2
4
2
E
d
z
d
p
p
/
4
F
4
9
4
4
3
p
g
z
E
d多多少/多少/ノ
49//4多
/4多
4M769//妥
zydprdF6296FJ69442zydmpJapgQZJJ42ydgyd喜
多
多
妥
喜
多
42y//4P44多
4F//4ZP449y〆
多
重
4
多
多
多
多
多
J44喜
多
重
〆
JP

d

，
。

の

二

」b
r
札
打
開
附
加

4
4れ
の
似
険
料
を
加
入
希
叫
白
羽
は
役
場
年
金
係
へ
お
川
い

納
め
る
と
、

Jmみ
さ
れ
る
内
青
銅
は

A
H
わ
せ
〈
だ
さ
い
。

ハ
H
刊
に
な
り
、
通
常
分
の
印
金
制
土

l
七
万
八
千
六
百
U
凶
イ
刊
と
合
算
し
た

一t
一二

h
八
千
六
百
川
十
川
(
川
額
二

h
八
千

十U
-一
川
)
の
老
齢
司
令
を

主
催
空
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
フ
に
、
よ
り
事
〈
の
司
令
を

受
け
る
俄
利
を
椛
似
す
る
た
め
、
あ
な

た
も
附
加
司
会
に
加
入
し
て
、
老
後
の

く
ら
し
を

一
一削
ゆ
と
り
の
あ
る
も
の
に

し
て
お
き
ま
せ
ん
か
。

恒
例
の
交
通
安
全
町
民
マ

ラ
ソ
ン
大

会
が
‘

軟
附
れ
の
十
月
十
二
目
、
国
道

二
七
七
号
線
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
五
回
と
あ
っ
て
参
加
者
は
小
学
生

か
ら
老
人
ま
で
叩目
立
約
五
百
人
と
こ
れ

ま
で
の
抗
日
。
毎
川
長
加
し
て
い
る
最

年
長
の
小
池
鶴

一
さ
ん
(
邸
故
末
広

町
)
が
選
手
宜
容
を
し
た
あ
と
、
小
学

校
低
学
年
の

一
J
区
聞
か
ら
存
年
の
六

おしらせ

J
区
間
ま
で
五
組
に
分
け
て
町
民
七
〆

タ
l
，
M
を
ス
タ
ー
ト
。
市
街
地
か
ら
下

種
川
の
往
復
コ
l
ス
を
走
旬
、
沿
道
で

は
お
母
さ
ん
た
ち
の
盛
ん
な
声
援
を
浴

び
て
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

一
位
の
成
紛
は
次
の
と
お
り
で
す
。

{小
平
羽
子
}
守
一
司
神
間
口
舟
マ
こ

れ
叶
白
沢
秀
之
マ
三
年
大
塚
山
間
哉
守

山

年

白

山
尚
マ
五
年
藤
沢
秀
術
守

.下半期生ワク投与を受けよう

11(1制149{1下半期の生ワク投与を

次により;p:si也しますのでもれなく

投与を受けてください。

1> 111昨 11月26r1(午陣l却 -2.30)

I>J品川今金町民セノタ

b対品者 48年 7)-11011から1Il{羽l

49iJ'.6月30日までに生れた人

町民センタ 前を出発するチピ yコたち

六白
斗

杉

林
範
久

{間
企
イ
}
守
一
年

荒
木
な
お
み
守
二
打

郷

司
か
よ
干
マ

三
年
新
判
前
千
マ
四

年

原

み
ど
り

マ
五
年
鈴
木
恕
美
子
守
六
角
高
凹

ょ
う
子

一中

平
引
チ
}
守
一
年

実

刑

隆

彦

マ
ニ
司
裁
仏
新
治
守
三
年

今

引

仁

一向
虫
干
}
守
一
年
志
釘
倫
子
守

二

句
水
野
千
鶴
子
マ
三
年

鈴

木

啓
子

{二
十
八
抜
未
満
}
伊
藤
修

{一-一十
五

歳
同
一
秋
山
芳
夫

{五
十
歳
同
}
大
塚

勝
三

{五
十
一
政
以
上
}
小
池
極

一

今
金
チ
l
ム
が
圧
勝

町
村
対
抗
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

桧
山
町
ハ
内
町
村
対
抗
パ
ト
ミ
ン
ト
ン

大
会
は
、
十
月
十
三
日
今
小
体
育
館
で

羽
子
七
チ
i
ム
、
女
子
六
チ
l
ム
が
参

加
し
て
聞
か
れ
、
山
内
立
と
も
一
位
を
し

め
総
合
優
勝
。
ま
た
、
十

一
月
三
日
長

万
部
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
附
か
れ

た
町
村
対
抗
球
技
大
会
パ
ト
ミ
ン
ト
ン

で
も
到
千
E
一位
、
立
子

一
位
の
成
紛
で

大
活
組
で
し
た
。

.“年末金融"を利用しませんか

道f-;1ff1保証協会では、中小企業

者に対して‘年末金融'の申 L込

みを受け{寸けています。

中し込み先は町内の金融機関で

121125 Hまでです。

b融資金額 500万円以内

b融資l日11m 1 {l以内

I>n金使途是K転資金
b融資利率晶金融機関の利率

1> 11¥ 1:. 原則として必要
b 詳しいことは役場商工観光.理か

商工会に。

む
よ
フ
に
す
る
。

マ
ブ
レ
ー
キ
の
か
け
過
ぎ
、
ハ
ン
ド
ル

の

ωり
過
ぎ
は
危
険
で
す
。

守
山
刷
断
歩
道
、
日
日
行
機
の
あ
る
刷
所
で

は
、
い
つ
で
も
停
止
で
き
る
よ
う
に

あ
ら
か
じ
め
手
，
川
か
ら
徐
行
す
る
。

マ
速
度
に
応
じ
た
適
度
な
車
問
距
雌
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

路
上
駐
車
に
協
力
を

山
街
地
の
川
辺
、
と
く
に
附
利
町
通

り
と
加
川
通
り
は
道
路
一
脱
が
狭
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
車
の
駐
車
が
多
く
消
防
阜

の
走
行
も
凶
雌
な
状
態
で
す
。

ま
た
比
通
し
も
必
く
な
る
た
め
、

チ
ど
も
や
お
れ
叶
寄
り
的
事
行
も
#
川
に

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
内
会
で
は
'H
草
刈
わ
れい
山
町
山
川
市
中
や

巡
行
述
度
の
自
主
規
制
を
し
て
い
ま
す
。

冬
山
…
聞
は
、
特
に
み
ん
な
で
協
力
し

中ま
f
レ
ト
AF
-n
J

。

/
-今
金
婦
人
会
に
感
謝
状

国
民
均
金
法
イ
r
l
間
有
在
記
念
し
て

」l
川
-
一
1
H
H札
幌
市
で
全
近
大
会
が

聞
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
山
」
、
今
金

制
人
会
は

川
以
司
世
主
務
に
航
般
的

に
協
力
し
川
以
内
世
制
度
の
発
凶

ι寄

与
し
た
功
紛
が
必
め
ら
れ
.
民
間
地

μ

組
織
の
部
で
村
会
保
険
片
H
H
古
か
ら
感

謝
状
が
附
ら
れ
ま
し
た
。

J 

農作業メモ

電量三孟

稲
わ
ら
を
利
用

し
自
給
肥
料
に

推
き
ゅ
う
肥
や
日
開
肥
な
ど
の
自
給
肥

料
を
十
分
施
す
こ
と
が
、
農
作
物
を
上

手
に
栽
倍
す
る
決
め
手
で
あ
る
こ
と
は

古
く
か
ら
よ
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
は
機
械
化
が
進
む
に

つ
れ
で
出
耕
叫
が
減
り
、
脱
き
ゅ
-
フ
肥

や
内
給
肥
料
の
ほ
助
投
入
拡
が
減
少
し

地
力
の
減
耗
と
機
械
に
よ
る
路
圧
の
た

め
、
土
壊
の
柿
造
に
も
大
き
な
彬
特
が

-. 1 

(6 ) 

親
子
と
人
権

品
近
生
前
の
あ
ら
ゆ
る
分
肝
で

と
も
す
れ
ば
円
分
の
立
刷
を

3
似

す
る
こ
と
に
円
相
い
で
、

相
干
の
立

以
を
臥
み
な
い
と
い
う
胤
潮
が
著

し
く
、
こ
れ
が
ま
山
内
的
観
チ
の

凶
係
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
か

ら、

村
会
扶
川
の
廿
判
例叫
と
な
る
川

る
い
ま
山
山
を
つ
〈
り
あ
げ
る
た
め

親
子
聞
の
人
椛
羽
虫
、
特
に
、
幼

児
老
親
の
人
怖
を
尊
重
す
る
巴

い
や
り
の
心
を
も
ち
た
い
も
の
で

す
。第26固人権週間

親と子の思いやりの

心から

明るい家庭づく
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富
市
中
.
民
事
、
刑
事
、
行
政
.

税
務
、
労
働
、
そ
の
他
に
つ
い
て

-

の
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
気

一

軒
に
こ
利
減
く
ど
さ
い
。
川
の
人

目

附
縦
波
吾

μ
は
次
の
方
々
で
す
。

品

狭
山

間
M
M

(八
村
川
)

申

石

引

附

子

(八
附
町
本

立

中

村

徽

附

(

市

町

)

で
て
き
て
お
り
ま
す
。

稲
作
に
お
い
て
.
良
町
、
安
定
多
収

の
技
術
は
、

有
柚
物
を
盟
笛
に
ふ
く
ん

だ
肥
沃
な
土
づ
く
り
が
基
本
で
す
。
さ

ら
に
寒
冷
地
の
条
件
下
に
お
い
て
冷
温

容
か
ら
守
る
た
め
に
も

一
府
有
機
物
を

i

l

!

i

i

t

、

!

胞
し
地
カ
を
紺
叫
刊
す
る
こ
と
カ
必
聖
で

す
。
ま
た
、
肥
料
資
制
の
大
半
を
輸
入

に
依
存
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
土
壊
の

物
思
性
を
改
普
し
、
化
学
肥
料
の
効
率

的
利
用
を
図

っ
て
、
傾
力
節
約
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

水
稲
収
様
作
業
の
機
械
化
に
よ
り
、

稲
わ
ら
が
水
間
内
に
政
組
さ
れ
‘
後
作

業
に
支
附
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
焼
却
す
る
例
が
多
く
み
、
れ
ま
す
が

稲
わ
ら
は
設
重
な
有
機
物
資
源
で
す
。

焼
却
せ
ず
堆
積
し
て
十
分
腐
熱
さ
せ
堆

肥
と
し
て
使
用
す
る
か
、
透
ホ
性
の
良

い
乾
凹
で
は
秋
す
き
込
み
を
行
う
主
ど

布
機
物
を
土
壊
に
迎
元
し
地
力
の
繰
持

m進
に
努
め
る
こ
と
が
生
産
悼
を
高
め

る
か
け
が
一
え
の
な
い
決
め
手
で
す
。

住民係では住民登録の実態別査

を行っています。転入問、転居間

は!I!めに出 Lて〈ださ".

圃年賀状は 12月22固までに

附答}日小包は12月15日までに

.1.1:.t'(' tJ..:は121'115日カ・ら22日まてFに

おiUしくださ、、。(町内掛川出川)

圃12月の休日当番医

国保病院

E問医院

岩111!医院

.住民登録は正しく早めに

:t..-i H¥J医院

lfil保病院

国民健康保険税 (5)ゆ

〕7
 
〔

個人事業税 (2)ゆ

22日

29日

.納期内に納めよう

11月30日まで

1日

8日

15日
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あ
な
た
は
選
挙
人
名
簿

-
町
内
小
中
学
生
の
書
道
、
美
術
展

二
行

1

点
が
版
ポ
さ
れ
、

l

川

-
け
か
ら
九
日
間
川
以
七
ン
タ
ー
で
附
か

れ
ま
し
た
が
、
市
立
の
村
民
、
次
の
人
の

nH山
が
士
泊
中
山
世
以
に
山
川
川
さ
れ
ま
す
。

守
主
的

本
一極
ゆ
か
り
後

刷
小一

向
)

t
(万
六
)
阿
部
倫
也
(A
r
全
小

一
円
)

マ
力
道

一川
端
み
ゆ
き
(
八
京
小
五
白
川
)

波
辺
祁
チ

(細
川
中

一
年
)

みんなる礼

;選挙

に
隙

つ
て
い
ま
す
か

=広報 E

トヒベyクス

け
で
す
。

ー
反
而
、
住
民
都
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
て
も
占
際
に
川
印
し
て
い
♀
い
人

は
、
選
挙
人
名
簿
に
張
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
親
も
と
を
は
な
れ
て
他

市
町
村
で
》
生
生
川
を
し
て
い
る
場
合

は、

就

4
u
地
が
門
川
と
な
る
の
で
、
転

人
間
を
し
辛
け
れ
ば
ど
ち
ら
の
選
挙
人

名
符
に
も
登
録
さ
れ
在
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

松
山
、
転
入
ま
た
い
相
川
の
印
刷
は
忘
れ

ず
に
行
な
い
、
あ
な
た
が
住
民
器
本
台

帳
に
登
鉱
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
刊

か
め
て
お
く
こ
と
が

4
習
で
す
。

こ
と
し
の
定
時
登
録
は
九
け
に
終
り

ま
し
た
が
、
転
入
布
や
新
有
権
者
は
と

く
に
怖
か
め
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

-
o
 

A
a

，
 

明

zq問
川

に
道
議
会
議

μと
知
山
中

(

ト
二
H
)
町

議
会
議

u
t町
長

(二
イ
七

H
)
の
統

一
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
選
乍
は
、
私
た
ち
に
と

っ
て
抗

も
身
近
か
な
、

H
h
も
附
心
的
深
い
選
挙

で
す
が
.
選
挙
般
を
行
使
す
る
た
め
に

は
、
選
地
下
人
名
仰
に
H
V-
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
絶
対
条
円
で
す
。

選
宇
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
控
件
は

白
川
齢
制

l
紘
以
ー
の
日
本
川
以
で
、

引
き
続
き
。
一
ケ
川

U
l今
世
町
の
住
民

必
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
住
以
器
本

計
帆
に
投
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
道

中
山怖
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ

、ー
v ， 

-
今
金
小
校
舎
前
に
「
仲
よ
し
像
」

訓
校
品
川
町
山市
成
主
記
念
し
て
山
川
竹
会
が
「

ど
'
ひ
た
ち
の

ン
ン
ポ

ル
に
と
J
J

愛
い
り
し
い

刀
k
の，
H
州

人
伐
を
'J

閃
F

川
に
た川
附
し
ま

し
た
。
ニ
円
以
1

「
心
あ
た
た
か

4
人
川
に

主
つ
て
は
し
い
L

と
い
}
父
川
町
制
い
が
こ

め
り
れ
て
い
る
こ
と
か
り
、
i
l
校
で
は
寸
仲

よ
し
は
」
1
F

一命
科
L
.
川
v
b
4
川
山
山
政
行
に

し
役

ιつ
で
し
ょ

aL
一大
よ
ろ
こ
び。

，、， < 

WL9.1) 

1f U 人 li 拙
fl 
，1(; |メ

リ} 』ど

日l ヲ3 利lI'f 95 107 202 

日2 113. 石 10-1 116 220 

前3 中 58 61 119 

i.ii4 住 z回k 切3<1 剖 68 

日5 制 JII 292 30-1 596 

出6 拠掛川 8 14 22 

日7 八 " l団 171 329 

出8 jt 自l lぽ) 173 333 

前9 盟 JJI 85 制 169 

i.lilO 神 Jf. 162 l剖 346 

¥:i:汁l 11 進 ~I 35 69 

日12 "i- frt 865 9曲 1，825 

日目13 A マ 金 1，014 1，1団 2.170 

出14 ( 1 石 59 日 115 

，H 3，128 3，455 6，583 
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引
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悶
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山
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ぃ
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心
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北
海
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H
M
m
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f
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品
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人
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足
利
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固
い
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ま
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J

す
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人

向
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H
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じ
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f

八
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お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

行
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郎

じ
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